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ハナゴンドウ Gramtusgn.seusは，マイル

カ科に属する暖流系の種類で，温帯から熱帯

の海に広く分布している(粕谷 1980，1984)。

和歌山県では，東牟婁郡太地町において 1963

年から 1979年の 17年間に，熊野灘海域から

531頭が捕獲されているが (MIYAZAKI

1980) ，最近では，取引の規制をしなければ，

絶滅のおそれのある種としてワシントン条約

の附属書 IIに掲載されている(中川 1982，稀

少水産資源保護検討委員会 1986)。

1992年 7月8日，瀬戸臨海実験所の北部海

岸に，本種が l頭漂着した(紀伊民報 1992)。

海産晴乳類の漂着は，比較的大型で目立つこ

とから地方新聞などで報道されるが，種の判

定がされないまま処分されることも多い。し

かし，こういった情報も正確な種名，大きさ

などが判れば，研究材料として貴重な情報に

なるため(吉岡・銭谷 1989)，外部形態につい

て測定と撮影(写真1，2)を実施した。紀伊

水道海域から捕獲や漂着の報告はないので，

本データを記録しておく。

漂着場所和歌山県西牟婁郡白浜町

京都大学理学部附属瀬戸臨海実験

所北部海岸(洞門東)

計測日 1992年 7月11日

測定値体長 162.8 cm 

上顎吻端一眼(前端) 18.1 cm 

上顎吻端一噴気孔 19.6 cm 

上顎吻端一背鰭突起端 72.0 cm 

尾鰭幅 26.0 cm 

その他右体側の後半部に斜めの切傷が数

本存在するが，筋肉部には達して

いない。表皮は約 30%が剥離して

しユる。

各部の測定は漂着3日目であっ

たが，連日の高気温によって腐敗

が進行しており，左体側の観察，

他部分の測定，性の確認，解剖に

よる死亡原因の追求はできなかっ

た。

写真 1 全身

写真2 頭部側面
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中島(1973)は，新生児の大きさを約 135

cm，体重30kgと報告していることから，今

回の個体は幼個体で，海上で死亡後に漂着し

たものと思われる。

おわりに，本種の同定について日本鯨類研

究所石川創氏に御助言いただいた。記して

感謝の意を表する。
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